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近畿北部 の 原発事 故 を想 定 した放射性 物 質 の 拡散予 測

＊

阿佐見俊介 ・川 島茂人 （京都大学）

［R的］大飯原子力発電所は 、 東 ff本大震災をき っ

か けに 日本国内 の 全原発が停止 して以降 、 再稼働 し

た最初 の 原子力発電所である 。
しか し、大飯原子力

発電 所の 敷地内に は活断層が存在する 可餾性が指摘

されて お り危険性が伴っ て い る。原子力発 電所 の 再

稼動 に は、周辺住民などの 安金性確保 の た め、ガ
ー

の 事 故発生時に放射性物質が 周辺地域に どの よ うに

拡散するか を事前に検討する必要があ る 。 原発事故

で発能する放射性物質の うちセ シ ウム 137 は半減期

が約 30年 と長 く、沈着による土壌汚染や健康へ の 影

響が懸念され る。本報告で は、大飯原子力発電所に

お い て、福鸛第一
原発事故と同程度の セ シ ウム 137

が放出 された場合を想定 し 、 その 拡散過程を気象モ

デル と大気拡散モ デル を用い て検討 した。
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［方法］気象モ デル として、照 Fversion 　3 を用い

た 。 気象場の 初期および境界条件に は NCEP の FM．

データ、および気象庁 の GPVデータを用 い た。地形、

土地利 用デー
タには USGS の 30s 格子デー

タを用い た。

移流 ・拡散 モ デル と して 、オ イラ
ー型の モ デ ル を用

い た 。 気象モ デル の 議算領域は 、 中心経緯度 （139，937 、

37．488）、 東西方向 300格子 、 繭北方 向 300格子、格

子間WS　3km、鉛直方 向 27層と し た 。 300× 300格 子 の

うち、中心部 の 100 × 100格子 の 風 向風速 と拡散係数 、

お よび降水量デ
ー

タを出力 し、移流拡散モ デル に入

力 した 。 気象モ デル の 針算領城   omainl ）と、移流 ・

拡散モ デ ル の 計算領域 （Dornain2）を Fig．1 に 示す。 セ

シ ウム 137 の 乾性沈着速度は、東京電力株式会歓に

よる 「福驫第
一
原子力発電所事故に おける放射性物

質の 大気中へ の 放出量 の 推定につ い て 」 で 使用され

て い る 0．003 （ms −1）を適用し た。原発事故にお け

るセ シ ウム 137放出量 の 経時変化は、福 島第 1 原発

事故における 2011年 3 月 14 日から 18 日まで の推定

放出量 （Chino　et　al ．（2011））を用い た。 近畿北部

で は 西高東低の 気鷹配置の際に北爾か らの 季節風が

卓越する傾向があ る 。 こ の時期に放射性物質が放出

され た場合、本州 内陸部 へ の 汚染物質 の 拡散と沈着

を引き起 こ す可能性が高くなる。こ の よ うな条件を

中心に複数の ケ
ー

ス を選 定して計算 し、検討し だ 。

［結果］近畿北部に お ける冬期の 典型 的な気圧 配置

となっ た 、 2012年 1 帰 5 日か ら9 目 （casel ） と、

2012年 1月 26 日か ら 30 日　（case2 ）における計算

を行 っ た。瀟高東低 の 気圧配置 に よ り、海上 で は 北

西風が、陸上 で は西風、北茜風が卓越 した。case1 、
case2 に おける地表大気 中 の セ シ ウム 137 濃度の 窪

間分布 （謙算 した 5 聞閲平均値）．を Fig．2 に示 す 。

こ れ らの ケ
ース で は 、大飯原発 か ら放繊 された セ シ

ウム 137は海岸に沿 っ て 東 へ と輸送 され滋賀県北部

に達 し、その 後南東 へ 輸送 され、琵琶湖を抜けて関

ヶ 原を通過し、愛知県 へ と流れで い く。また、濃度

が高くなる地域は両 ケ
ー

ス ともに 、大飯原発の東部

の 他に、滋賀県東部、愛知県北部、三重県東部で 見

られた。case2 で は 、 さらに 三 重県北西部にお い て

も濃度が高くな る 地域が み られた 。 滋賀県、愛知県

な ど原発 から比較的離れた地域で濃度が高 くなっ た

の は、それ らの 地域に存在する山毎地帯が影響 した

と考え られる。

F韮9．2．Cs一茎37concentration…n 　air　near 　the　g罫o   d．

　乾性沈着蠻 は 、大飯原発か ら東の 海爆 に沿 っ て 高

い 髄の分布城が み られ た 。
case1 、　 case2 における

地褒面 へ の セ シ ウム 137 の 湿性沈着量分布 を Fig．3

に示す。福井県中央部、滋賀県北部で 高い 値の 分布

域が見られた 。 また 、 滋賀県 の 北東 部に瀝性沈着量

が局所的 に多 くな っ てい る地城 が 屍 られ た。これ は 、

琵琶湖北東部の 山岱部 の 遮蔽効果に よっ て滞留 した

セ シ ウム 137 が、降水に よ っ て沈着 した こ とが原因

で ある と考えられた。

Fl9．3．　Wet　deposition　of　Cs一正370無 su漁 ce ．
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